
データを「読む」　

消費ランキング動向から＜すしの都＞等の事業展開を考える

●北九州市の“すしの都”の推進について
１）“すしの都”課の設置
　近年、毎年公表される総務省統計局の家計調
査データに着目し、地域ブランド品等を開発し
て、地域の産業育成やプロモーションの推進を
図る動きが活発になっています。
　北九州市は、周囲を玄界灘・響灘・周防灘及
び関門海峡というタイプの異なる海に囲まれ、
魚の種類が豊富、かつ漁場から港（都市）まで
の距離が近く鮮度を保持しやすい環境にありま
す。しかし、少量多種の地産地消型のため、県
外に“お魚天国”の環境にあることが周知され
辛く、市民にも認知度が低い状況でした。
　こうした中、同調査で「さしみ盛合わせ」の
１世帯当たり消費額が日本一であることが分か
り、北九州市の鮮魚文化の再発見に繋がった
ことも要因となり、2025 年４月に市役所に“す
しの都（みやこ）”課が新設され、地元の鮮魚
及びすしの認知度向上、及び商品化・販売促進、
観光客誘致等が推進されています。

図表 1　北九州市のすし関連消費の上位品目：2025 年の
金額と過去 5 年の順位推移

［各年数値は 3ヶ年平均（ex.2025 年値は 2023-2025 年平均）］

図表 2　全国市区町村別の消費金額
　　　　－さしみ盛合わせとすし（外食）の比較－

２）富山市等との連携による『すしのゴールデ
ンルート』の展開

　北九州市は“すしの都”のプロモーションと
して、2025 年８月に富山県・JR 西日本との三
者による「すし連携協定」を締結し、JR 大阪
駅等の主要駅でのイベント開催や旅行商品の開
発等、西日本を中心に自治体等と連携し、積極
的に事業展開をしています。
　北九州市と富山県を結ぶ『すしのゴールデン
ルート』構築を目指し、各自治体に働き掛けて
おり、12 月の北九州市長と富山県知事の会談
では、今後下関市が参加すると共に、広島県・
岡山県から参加に前向きな回答があったと公表
されています。

●北九州市及び関連都市の鮮魚関連消費の状況
１）北九州市と富山市の消費の状況
　同事業の推進にあたり、まずは北九州市の概
況を確認します（図表１～３）。北九州市の家
計調査全品目で「さしみ盛合わせ」｢他の鮮魚」

今回の「データを『読む』」では、最新の消費購買の動向について、㈱日本統計センター様にご寄稿いただきました。
本稿では家計調査等のデータを用いて、北九州市の“すしの都”の事業展開の検討を中心に、山口市・広島市の概況や、
最新の調査項目の変動について紹介します。

資料：家計調査 2025 年（3ヶ年平均）＊種子島以北を表示
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の２品目が過去５年全て全国１位で、魚種別で
は「いわし」「たい」等が上位となっており、特
定の種類ではなく様々な種類の魚が鮮魚の状態�
（さしみ等）で消費されていることが分かります。
　一方、北九州市は 2025 年で「すし（弁当）」
が 51 位、｢すし（外食）」が 31 位であり、すし
消費はかなり低調です。前者は関西、後者は中
部で多く、北陸は両者とも高水準であり、富山
市は順に４位、２位となっています。富山市は
鮮魚の消費も全国１位ですが、同時になれ寿し・
ます寿しも有名であり、弁当は発酵保存文化を
有する地域で多く、外食は北陸から中部圏への
流通が影響している可能性があります。
　また、人口１万人当たり店舗数を見ると（2024
年経済センサス - 産業［小分類］別民営事業
所数）、家計調査の対象 52 都市で比較した場
合、鮮魚小売業店は１位富山市 1.21 店、２位
北九州市 1.15 店と両市が上位ですが、すし店
では９位富山市 1.31 店、35 位北九州市 0.88 店
と（１位金沢市 2.12 店）、北九州市は店舗数も�
「鮮魚」＞「すし」の状況にあります。
　家計調査の世帯主の年齢階級別の消費状況を
みると、鮮魚は高齢者で多いのに対し、｢すし
（外食）」は 30 代・40 代で多く、若年層への訴
求のためには、“鮮魚（さしみ）”ではなく“すし”
としての商品開発、店舗展開が重要といえます。

２）西日本の各関連都市の消費の状況
　次に、西日本の各都市の魚種別の消費状況を
確認し（図表３）、『すしのゴールデンルート』
構築に向けた連携を検討します。前述の富山市
は「ぶり」（次ページ図表４）、「いか」が全国
１位、「えび」が４位であり、北九州市の上位
とは異なり、両市で取扱う魚種を補完出来る関
係性にあります。同じ品目が多い地域との連携
パターンもありますが、ゴールデンルートは地
域独自の寿司を旅行しながら堪能することをコ
ンセプトと仮定し、各都市で消費が多い魚種を
把握し、ラインナップの多様化を検討します。
①山陽地域（山口県・広島県）
　連携の動きがある山陽地域のうち、下関市
は家計調査の対象都市ではなく、また、ふぐ・
鯨・あんこう等の特産品も対象品目ではないた
め、別途調査が必要です。都道府県別の生産デー
タは、農林水産省の海面漁業生産統計調査で毎
年公表されており、2024 年のふぐの海面漁業
漁獲高は全国５位（185t、対全国シェア 3.2％�
［１位北海道 51.2％］）、海面養殖業収穫量は全
国８位（92t、同3.3％［１位長崎県36.2％］）となっ
ています。本件は都市別の消費に着目した考察
に留めますが、地域ブランドの開発・研究では、
魚種別の生産状況（シェア、年次推移含む）も
踏まえた検討が必要です。

図表 3　北九州市及び西日本各都市のすし関連品目別の上位都市及び消費金額［（家計調査 2025年（3ヶ年平均）］

1）北九州市の関連品目（図表 1 参照） 2）西日本各都市の関連品目（富山及び上述①～③参照）

ちいき未来研究所 調査月報 2026.4 │　13

視　

点

経
営
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

経
営
者
ア
ン
ケ
ー
ト

デ
ー
タ
を
読
む

Ｙ
М
Ｇ
Ｐ

ア
ジ
ア
ニ
ュ
ー
ス

経
済
動
向

読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

調
査
月
報
予
告



　山口市のすし関連の消費の上位品目では「あ
じ」（図表４）が過去５年全て１位または２位
と高く、すし食材としての商品開発、PRも有
力とみられます。広島市は鮮魚で上位品目はな
く、やはり、過去５年全て１位の「かき（貝）」
の利用が最有力です。
②山陰地域（鳥取県・島根県）
　鳥取市は過去５年全て１位の「かに」が想起
されますが、「かれい」も同様に全て１位、「いわ
し」も過去４年連続１位と特定の地元鮮魚の種
類が豊富で、消費も多いです（図表４）。また、「い
か」も富山市と同様に上位ですが、富山市はホ
タルイカ、鳥取市は白イカ（ケンサキイカ）が特
産品であり、鮮魚類は同じ品目でも地域により
種類は異なるケースが多いため、同じ品目で地
域の違いを楽しむイベント開催も想定されます。
　松江市は、「かに」以外は鳥取市と類似傾向

にあります。「しじみ」は過去５年全て１位で
（鳥取市は過去５年平均５位）、椀物での利用が
想定されます。品目によっては茶碗蒸し等“す
し”食材に拘らない商品開発も必要です。
③関西地域
　関西の主要都市では 2025 年で「たこ」（図�
表４）が上位４つ、「えび」が４位の富山市を
除くと上位５つを占めます（１位は両品目で堺
市）。たこ焼やお好み焼き等の粉もの利用が多
いと推測されますが、“すし”での提供も可能
性がありそうです。
　また前述のように「すし（弁当）」（図表４）
の消費は、１位奈良市、２位堺市、３位大津市
です。順に柿の葉ずし、穴子ずし、鮒ずしが有
名であり、日本古来の“なれずし”が根付いて
います。ゴールデンルートでは、外国人観光客
にこうした日本文化を紹介する視点も重要です。

図表 4　全国市区町村別の消費金額 ―西日本（主に北九州市～富山県）の鮮魚及びすし関連の上位品目例―

資料：家計調査 2025 年（3ヶ年平均）＊種子島以北を表示
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●最後に
　今回は消費データ活用例を北九州市の“すし
の都”の事業展開を中心に説明しました。統計
項目も市場環境に合わせて変化しており、地域
ブランドの検討及び展開においては、生産デー
タの時系列動向の把握にもご留意ください。
� （㈱日本統計センター調査部 青山武夫）

●北九州市・山口市・広島市の消費購買の概況
　“すしの都”の観点から消費状況をみてきました
が、調査品目の紹介を兼ねて、上記３市の食料品
以外も含む上位品目を確認してみます（図表５）。�
　北九州市は、鮮魚類除く食料品では｢たらこ
（明太子）」「他の生鮮肉（もつ、馬肉、ジビエ等）」
等が多く、これらはある程度予想される品目で
す。一般に食料品以外は高消費の認知度が低い品
目も多く、「眼鏡」が上位の理由については地元
メーカーや地域の歴史文化等の研究が必要です。
　山口市では、｢チョコレート菓子｣ の高消費
に着目し、地元商工会議所が 2020 年度よりチョ
コレート事業を推進しており、ゴディバとの共
同開発商品が販売されました。また、「殺虫・
防虫剤」｢マスク｣ が高い理由は、園芸関連の
高さと関係する可能性もありそうです。
　広島市は、「カーテン」｢身の回り用品（かば
ん類、アクセサリー等）｣ 等が高く、地元企業
等の調査で要因を研究し、地元ブランドの商品
開発を検討することは有力です。山口市ととも
に美容系が高いのも特徴です。

●補足：家計調査の項目の変動について
　家計調査の項目は、家計消費の変化に対応す
るため 5 年毎に見直されており、2025 年改定
ではコロナ禍を背景にした変更も発生していま
す（図表６-１、６-２）。「マスク」の消費は山
口市で２位ですが、2020 年以降の供給増を踏
まえ、保健用消耗品より分割されました。また、
「ネクタイ」はコロナ禍前よりクールビズ等で
急減し、「他の被服その他」に統合されました。
地域独自の品目は少量のため項目統合される
ケースがあり、調査項目の変動を注視しておく
ことが肝要です。

【株式会社日本統計センター】
https://www.nihon-toukei.co.jp/
創立：1961 年 5 月
本社所在地：福岡県北九州市小倉北区
業務内容：調査 ･シンクタンク、統計データベース、
マーケティングシステムの三位一体のトータル�
サポート

注：図表２, ４は㈱日本統計センター提供の市場情報評価ナビ
｢MieNa（ミーナ）｣ より作成

図表 5　北九州市・山口市・広島市の消費金額の上位品目の
2025 年の金額と過去 5 年の順位推移

（過去 5 年平均が 5 位以内の品目より抜粋）

図表 6-1　マスク関連の支出及び生産 ･ 輸入量推移

図表 6-2　ネクタイの支出金額の推移

保健用消耗品
の支出額

マスクの国内生産・
輸入数量

資料：総務省統計局「第 23 回消費統計研究会」資料より作成
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